
第１回「みやぎ農福連携推進ネットワーク会議」のご案内 

宮城県では、県内の農福連携の定着と発展に向け、平成３０年に「みやぎ農福連携推進ネットワーク」を

設置し、農業者、福祉事業者、行政機関・支援団体等１４０以上の団体が加入して、情報の共有や農福連携

の課題解決に向けた取組を行っております。 

今年度の第１回「みやぎ農福連携推進ネットワーク会議」では、１０年以上前から地元の福祉事業所（Ｂ

型就労継続支援）と農福連携に取り組んでいる農業法人で、今年７月より就労継続支援多機能型事業所

（Ａ・Ｂ型）の運営にも携わっている有限会社耕佑の取組を紹介し、皆様の農福連携の課題解決にご活用頂

きます。 

農福連携にこれから取り組みたい、また現在の取組をさらに発展させたいと考える農業者・福祉事業者の

皆様や、地域で農福連携を強く推進したいと考える行政機関・支援団体の皆様のご参加をお待ちしていま

す。 

 

【内容】 

 

■日程：令和 6年 9 月 17 日（火）13:00～15:00 

 

■会場：INTILAQ 東北イノベーションセンター 1 階クラスルーム 

    （仙台市若林区卸町 2-9-1） ※詳しくは裏面を参照。 

 

■募集人数 会場 20 名／オンライン 20 名 

 

■次第 

13:00～13:10 開会・主催者挨拶（宮城県農政部農業振興課） 

13:10～14:10 講演「耕佑における農福連携の取組と課題解決に向けて」 

          講師：有限会社耕佑 代表取締役 伊藤秀太氏 

14:10～14:25 質疑応答 

14:25～14:30 情報提供「農福連携等推進ビジョンについて」（宮城県農政部農業振興課） 

14:30～14:35  今年度事業説明 

  14:30～14:55  意見交換会「農福連携に取り組む上での課題解決について」 

          アドバイザー 有限会社耕佑 代表取締役 伊藤秀太氏 

コーディネーター 株式会社プロジェクト地域活性 代表取締役社長 望月孝 

14:55～15:00 閉会・アンケート記入 

15:00～       名刺交換会、交流会（自由参加） 

 

 

 

 

令和 6年度みやぎ型農福連携普及拡大事業 

 



 

所属法人・団体等 

 

氏名・役職  

  

  

連絡先（電話番号・E メール） TEL               E メール 

参加方法 会場・オンライン 

■講師プロフィール 【有限会社耕佑 代表取締役 伊藤秀太氏】 

（合同会社くりはらファーマーズラボ 代表社員、NPO 法人 BALLOON 副代表理事）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会場のご案内 

INTILAQ 東北イノベーションセンター 

（住所：仙台市若林区卸町 2-9-1） 

＊仙台市営地下鉄東西線「卸町駅」下車 北 1出口より徒歩 5 分 

＊お車でお越しの際は、近隣の有料駐車場をご利用願います。 

 

■申込方法、締切日 

申込期限 令和 6年 9月 11 日（水）17 時 ※期日前でも定員になり次第、締め切ります。 

お申し込みは、google フォーム（下記 URL、右記 QR コード） 

https://forms.gle/DvGeDRf4NaQUvY7dA 

または下記【お申込・お問い合わせ先】まで E メールか FAX で下記の事項をご連絡ください。 

①氏名(ふりがな） ②所属法人・団体等 ③役職 ④電話番号 ⑤Eメール ⑥参加方法(会場・オンライン） 

 

■お申込・問い合わせ先等 

主催：宮城県農政部農業振興課 

＊この事業は宮城県が株式会社プロジェクト地域活性に委託して実施するものです。 

株式会社プロジェクト地域活性 担当：伊藤・望月（宮城県からの事業受託者） 

〒984-0015 仙台市若林区卸町 2-9-1 INTILAQ 東北イノベーションセンター 

TEL：022-349-4891 FAX：022-349-4892 E メール：noufuku@prokatu.jp 

■申込書 

  

 

 

 

  

 

 

 

大学卒業後、ＪＡ栗っこに就職し、営農指導等の業務に従事。その後、新たな農業経営の未来を志し、平成 25

年 4 月に(有)耕佑に転職、水耕栽培と水稲による農業経営に取り組む。令和 3年 2 月より代表取締役に就任。 

平成 24 年に食の安定や安心できる労働環境などを配慮する国際基準「GLOBAL G.A.P.」を取得し、販路を拡

大。イオン PB や飲食店向けのサンチュなどを中心に栽培・出荷。令和 5 年には地域生産者から舞茸事業を引き

継ぎ、(有)耕佑で栽培を続けている。 

また、平成 27 年に栗原の地域農業を盛り上げるため『くりはらファーマーズラボ』を立ち上げ、飲食店との

イベント企画や、栗原産農産物を使用した加工品の開発を行っている。 

令和 5年には料理人、食品加工、農業を生業にしている３者が中心となり NPO 法人 BALLOON を設立。令和 6年

7 月より多機能型事業所として運営を開始。障がい者と健常者が共に働く環境や社会づくりを目指し、地域の農

と食が未来に渡って良い形で継続していくことを目標に活動している。 

https://forms.gle/DvGeDRf4NaQUvY7dA
mailto:noufuku@prokatu.jp

